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「細菌が有する様々な抗菌薬抵抗性メカニズムの解明」 

 
要旨 

 以前から抗菌薬に対して耐性（tolerance）を⽰すタイプの菌株や、既存の薬剤耐性機構に
依らない薬剤耐性菌が存在することが知られていましたが、多くの場合その要因は不明でし
た。近年国際的には、細菌代謝状態によってこれらが説明できるとの説が提唱されており、
注⽬が集まっています(Stokes, J.M., et al. 2019)。私たちは、結核菌や⾮結核性抗酸菌が抗菌薬
に対して抵抗性を⽰すメカニズムを解明することを⽬標に、研究をおこなってきました。そ
して、抗酸菌の脂肪酸代謝経路やビタミンの⽣合成経路などの代謝経路が、抗酸菌の抗菌薬
に対する抵抗性に関与していることを明らかにしました。本発表では、私たちの研究の最新
知⾒を紹介させて頂くと共に、今後の展望についてお話したいと考えています。 
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